
(57)【要約】

【課題】液体、特に尿素水溶液の確実な供給を保証する

液体タンクを提供する。

【解決手段】タンク内室（１）に最高に充填した場合の

最高液面レベル（３）と、上側に位置するタンク壁（２

）の内側（４）との間に、タンク内室（１）で凍結した

液体の体積増大に対応する空隙（５）が設けられている

ようにした。更に、タンク底部（９）にヒータ（７）が

配置されているか、又はタンク底部（９）の外側に、組

み込まれたヒータ（７）を有する断熱材（１４）が配置

されているようにした。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 自 動 車 用 液 体 タ ン ク で あ っ て 、 液 体 を 充 填 可 能 な タ ン ク 内 室 と 、 該 タ ン ク 内 室 を 液 密 に
閉 鎖 す る た め の 上 側 に 位 置 す る タ ン ク 壁 と 、 タ ン ク 内 室 に 液 体 を 充 填 す る た め の 充 填 装 置
と 、 タ ン ク 内 室 か ら 液 体 を 排 出 す る た め の 排 出 装 置 と が 設 け ら れ て い る 形 式 の も の に お い
て 、
　 タ ン ク 内 室 （ １ ） に 最 高 に 充 填 し た 場 合 の 最 高 液 面 レ ベ ル （ ３ ） と 、 上 側 に 位 置 す る タ
ン ク 壁 （ ２ ） の 内 側 （ ４ ） と の 間 に 、 タ ン ク 内 室 （ １ ） で 凍 結 し た 液 体 の 体 積 増 大 に 対 応
す る 空 隙 （ ５ ） が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 自 動 車 用 液 体 タ ン ク 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 空 隙 （ ５ ） を 形 成 す る た め に 、 上 側 に 位 置 す る タ ン ク 壁 （ ２ ） の 内 側 （ ４ ） と 、 最
高 液 面 レ ベ ル （ ３ ） と の 間 に 規 定 さ れ た 間 隔 （ ｈ ） が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 液
体 タ ン ク 。
【 請 求 項 ３ 】
　 液 体 を 充 填 可 能 な タ ン ク 内 室 と 、 該 タ ン ク 内 室 を 液 密 に 閉 鎖 す る た め の 上 側 に 位 置 す る
タ ン ク 壁 と 、 タ ン ク 内 室 に 液 体 を 充 填 す る た め の 充 填 装 置 と 、 タ ン ク 内 室 か ら 液 体 を 排 出
す る た め の 排 出 装 置 と が 設 け ら れ て い る 液 体 タ ン ク に お い て 、
　 タ ン ク 底 部 （ ９ ） に ヒ ー タ （ ７ ） が 配 置 さ れ て い る か 、 又 は タ ン ク 底 部 （ ９ ） の 外 側 に
、 組 み 込 ま れ た ヒ ー タ （ ７ ） を 有 す る 断 熱 材 （ １ ４ ） が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
液 体 タ ン ク 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ヒ ー タ （ ７ ） が タ ン ク 内 室 （ １ ） を 取 り 囲 ん で い る 、 請 求 項 ３ 記 載 の 液 体 タ ン ク 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ヒ ー タ （ ７ ） が エ ン ジ ン 冷 却 液 に よ っ て 運 転 さ れ て い る 、 請 求 項 ３ 又 は ４ 記 載 の 液 体 タ
ン ク 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ヒ ー タ （ ７ ） が 電 気 的 に 運 転 さ れ て い る 、 請 求 項 ３ か ら ５ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 液
体 タ ン ク 。
【 請 求 項 ７ 】
　 排 出 装 置 （ ８ ） が タ ン ク 底 部 （ ９ ） に 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ か ら ６ ま で の い ず れ か
１ 項 記 載 の 液 体 タ ン ク 。
【 請 求 項 ８ 】
　 タ ン ク 底 部 （ ９ ） に 、 例 え ば 超 音 波 を 用 い た 無 接 触 式 の 充 填 レ ベ ル 測 定 装 置 （ １ ０ ） が
配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １ か ら ７ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 液 体 タ ン ク 。
【 請 求 項 ９ 】
　 タ ン ク 底 部 （ ９ ） と 、 上 側 に 位 置 す る タ ン ク 壁 （ ２ ） と の 間 に 圧 力 補 償 装 置 （ １ １ ） が
設 け ら れ て お り 、 タ ン ク 内 容 物 が 完 全 に 又 は 部 分 的 に 凍 結 し 且 つ 溶 解 過 程 が 始 ま る と 、 前
記 圧 力 補 償 装 置 が タ ン ク 底 部 付 近 の 領 域 の 圧 力 と 、 液 面 レ ベ ル （ ３ ） の 上 位 を 支 配 す る 圧
力 と の 間 を 補 償 す る よ う に な っ て い る 、 請 求 項 １ か ら ８ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 液 体 タ
ン ク 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 タ ン ク が 完 全 に 又 は 部 分 的 に 外 部 に 対 し て 断 熱 さ れ て い る 、 請 求 項 １ か ら ９ ま で の い ず
れ か １ 項 記 載 の 液 体 タ ン ク 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 タ ン ク 上 部 域 、 特 に 空 隙 （ ５ ） の 領 域 又 は 近 傍 に 、 タ ン ク を 支 持 フ レ ー ム に 固 定 す る た
め の タ ン ク 保 持 部 （ １ ２ ） が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ か ら １ ０ ま で の い ず れ か １ 項 記 載
の 液 体 タ ン ク 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 排 出 装 置 （ ８ ） が 、 内 燃 機 関 、 特 に デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 排 気 流 中 の Ｎ Ｏ ｘ 還 元 触 媒 装
置 の 加 水 分 解 装 置 に 接 続 さ れ て い る 、 請 求 項 １ か ら １ １ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 液 体 タ
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ン ク 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 特 に 尿 素 水 溶 液 の た め の 自 動 車 用 液 体 タ ン ク で あ っ て 、 液 体 を 充 填 可 能 な タ
ン ク 内 室 と 、 該 タ ン ク 内 室 を 液 密 に 閉 鎖 す る た め の 上 側 に 位 置 す る タ ン ク 壁 と 、 タ ン ク 内
室 に 液 体 を 充 填 す る た め の 充 填 装 置 と 、 タ ン ク 内 室 か ら 液 体 を 排 出 す る た め の 排 出 装 置 と
が 設 け ら れ て い る 形 式 の も の に 関 す る 。 更 に 本 発 明 は 、 特 に 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 、 液 体
を 充 填 可 能 な タ ン ク 内 室 と 、 該 タ ン ク 内 室 を 液 密 に 閉 鎖 す る た め の 上 側 に 位 置 す る タ ン ク
壁 と 、 タ ン ク 内 室 に 液 体 を 充 填 す る た め の 充 填 装 置 と 、 タ ン ク 内 室 か ら 液 体 を 排 出 す る た
め の 排 出 装 置 と が 設 け ら れ て い る 、 特 に 尿 素 水 溶 液 の た め の 液 体 タ ン ク に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ヨ ー ロ ッ パ 特 許 第 ０ ５ ５ ５ ７ ４ ６ 号 明 細 書 に 基 づ き 、 液 体 タ ン ク か ら 尿 素 水 溶 液 を 加 水
分 解 装 置 へ 供 給 し 、 こ の 加 水 分 解 装 置 内 で 尿 素 が ア ン モ ニ ア （ Ｎ Ｈ ３ ） と 二 酸 化 炭 素 （ Ｃ
Ｏ ２ ） に 分 解 さ れ る こ と は 公 知 で あ る 。 内 燃 機 関 、 特 に デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の ア ン モ ニ ア
、 Ｃ Ｏ ２ 及 び 排 気 か ら 成 る 気 体 混 合 物 は 、 Ｎ Ｏ ｘ 還 元 が 行 わ れ る 選 択 還 元 触 媒 （ Ｓ Ｃ Ｒ 触
媒 ） に 送 ら れ る 。 こ れ に よ り 、 ア ン モ ニ ア の 供 給 及 び 貯 蔵 が 、 こ の た め に 必 要 と さ れ る 安
全 措 置 に よ っ て 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 外 部 温 度 が 低 い 場 合 、 タ ン ク 内 室 内 の 尿 素 水 溶 液 が 凍 結 す る 恐 れ が あ る 。 こ れ に よ り 、
凍 結 し た 尿 素 水 溶 液 の 体 積 増 大 に 基 づ く タ ン ク 損 傷 の 危 険 が 生 じ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 ヨ ー ロ ッ パ 特 許 第 ０ ５ ５ ５ ７ ４ ６ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 冒 頭 で 述 べ た 形 式 の 液 体 タ ン ク を 改 良 し て 、 液 体 、 特 に 尿 素 水 溶 液 の
確 実 な 供 給 を 保 証 す る 液 体 タ ン ク を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 で は 、 タ ン ク 内 室 に 最 高 に 充 填 し た 場 合 の 最 高 液 面 レ
ベ ル と 、 上 側 に 位 置 す る タ ン ク 壁 の 内 側 と の 間 に 、 タ ン ク 内 室 で 凍 結 し た 液 体 の 体 積 増 大
に 対 応 す る 空 隙 が 設 け ら れ て い る よ う に し た 。 更 に 、 タ ン ク 底 部 に ヒ ー タ が 配 置 さ れ て い
る か 、 又 は タ ン ク 底 部 の 外 側 に 、 組 み 込 ま れ た ヒ ー タ を 有 す る 断 熱 材 が 配 置 さ れ て い る よ
う に し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 で は 、 タ ン ク 内 の 液 体 の 最 高 充 填 レ ベ ル と 、 タ ン ク 内 室 を 液 密 に 閉 鎖 す る 、 上 側
に 位 置 す る タ ン ク 壁 の 内 側 と の 間 に 空 隙 が 形 成 さ れ る 。 こ の 空 隙 は 、 タ ン ク 内 部 で 凍 結 し
た 液 体 の 体 積 増 大 、 特 に 「 ブ ル ー ミ ン グ 」 （ Ausbluehen） に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の ブ ル ー ミ ン グ は 、 例 え ば 尿 素 水 溶 液 の 凍 結 過 程 の 最 後 の 過 程 で あ り 、 本 来 の 液 体 の
上 部 域 且 つ タ ン ク の ほ ぼ 中 心 で 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 走 行 運 転 中 の 液 体 の 凍 結 は 、 例 え ば タ ン ク 底 部 に 組 み 込 ま れ た ヒ ー タ に よ っ て 防 止 す る
こ と が で き る 。 こ の ヒ ー タ は 、 有 利 に は エ ン ジ ン 冷 却 液 に よ っ て 加 熱 さ れ る 。 こ の た め に
は 、 ヒ ー タ の 加 熱 管 が 内 燃 機 関 、 特 に デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 冷 却 液 回 路 に 接 続 さ れ て い て
よ い 。 但 し 、 ヒ ー タ は 電 気 的 に 運 転 さ れ て も よ く 、 こ の た め に 電 気 的 な ヒ ー タ と し て 形 成
さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に は 、 タ ン ク 内 に 空 隙 又 は ヒ ー タ の み が 設 け ら れ て い て よ い か
、 又 は 空 隙 と ヒ ー タ の 両 方 が 設 け ら れ て い て よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 但 し 、 こ れ ら の 構 成 で は そ れ ぞ れ 、 タ ン ク が 破 壊 さ れ る こ と 無 し に タ ン ク 内 容 物 が 凍 結
可 能 で あ る よ う に 、 タ ン ク が 構 成 さ れ て い る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ヒ ー タ は 、 有 利 に は タ ン ク 壁 に 組 み 込 ま れ て い る の で 、 液 体 の 位 置 す る タ ン ク 内 室 に は
ヒ ー タ 構 成 部 材 は 突 入 し な い 。 更 に 、 タ ン ク 内 部 は 外 部 に 対 し て 部 分 的 に 又 は 完 全 に 断 熱
さ れ て い て よ い 。 こ の た め に は 、 タ ン ク の 外 側 の 適 当 な 箇 所 に 断 熱 材 が 設 け ら れ て い て よ
い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し か し ま た 、 ヒ ー タ は 断 熱 材 に 組 み 込 ま れ て い て も よ く 、 １ 構 成 ユ ニ ッ ト と し て 、 例 え
ば タ ン ク 底 部 の 外 側 に 配 置 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 タ ン ク 内 室 か ら 液 体 を 排 出 す る た め の 排 出 装 置 は 、 有 利 に は タ ン ク 底 部 に 設 け ら れ て い
る 。 更 に 、 底 部 に は 充 填 レ ベ ル 測 定 装 置 、 特 に 超 音 波 充 填 レ ベ ル 測 定 装 置 が 配 置 さ れ て い
て よ い 。 こ の 超 音 波 充 填 レ ベ ル 測 定 装 置 に よ り 、 タ ン ク 内 の 液 体 の そ の 時 々 の 充 填 レ ベ ル
を 監 視 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 更 に 、 容 器 内 室 の 底 部 の 領 域 と 、 液 面 レ ベ ル の 上 位 の 容 器 内 室 と の 間 で 圧 力 補 償 を 行 う
圧 力 補 償 装 置 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 圧 力 補 償 装 置 は 、 タ ン ク 内 容 物 が 部 分 的 に 又 は 完 全 に 凍 結 し て 、 こ の タ ン ク 内 容 物
の 溶 解 が 外 部 か ら の 熱 の 影 響 に よ っ て 始 ま る と 作 用 す る 。 こ の 場 合 、 ま ず 最 初 に タ ン ク 内
室 の 底 部 付 近 で 液 体 が 形 成 さ れ 、 こ の 液 体 は 排 出 装 置 に よ っ て 排 出 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 過 程 に 基 づ き 、 タ ン ク 底 部 域 に 負 圧 が 発 生 す る 恐 れ が あ り 、 こ の 負 圧 を 圧 力 補 償 装
置 が 防 止 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 充 填 レ ベ ル 測 定 装 置 、 圧 力 補 償 装 置 及 び 排 出 装 置 は 、 液 体 の 準 備 さ れ た タ ン ク 内 室 に は
全 く 又 は 僅 か に し か 突 入 し な い よ う に 設 計 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 液 体 凍 結 時 の こ れ ら
の 構 成 部 材 の 損 傷 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 圧 力 補 償 装 置 の 導 管 は 、 例 え ば ゴ ム 等 の 弾 性 的 な 材 料 か ら 成 っ て お り 、 有 利 に は タ ン ク
の 壁 の 内 部 又 は 外 部 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 排 出 装 置 は 、 内 燃 機 関 、 特 に デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 排 ガ ス 流 内 で 、 有 利 に は Ｎ Ｏ ｘ 還 元
触 媒 装 置 の 手 前 の 加 水 分 解 装 置 に 接 続 さ れ て い る 。 内 燃 機 関 、 特 に デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン は
、 定 置 の 装 置 に お い て も 運 転 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 液 体 タ ン ク の 破 壊 の 危 険 は 、 タ ン ク 内 室 で 凍 結 す る 可 能 性 の あ る 別 の 液 体 に お い て も 生
じ る 恐 れ が あ る 。 こ の よ う な 液 体 の 保 管 及 び 供 給 の た め に も 、 説 明 し た タ ン ク は 適 し て い
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 図 面 に つ き 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 特 に 尿 素 水 溶 液 の た め の 図 示 の 液 体 タ ン ク は 、 タ ン ク 内 室 １ を 有 し て お り 、 こ の タ ン ク
内 室 １ に は 、 例 え ば 充 填 管 片 等 の 充 填 装 置 １ ３ を 介 し て 、 タ ン ク の 上 側 部 分 に 液 体 、 特 に
尿 素 水 溶 液 を 充 填 す る こ と が で き る 。 液 体 は 、 最 高 液 面 レ ベ ル ３ （ 最 高 充 填 レ ベ ル ） ま で
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タ ン ク 内 室 １ に 入 れ ら れ る 。 タ ン ク 内 室 １ は 上 方 に 対 し て 、 カ バ ー を 形 成 し て い る 、 上 側
に 位 置 す る タ ン ク 壁 ２ に よ っ て 液 密 に 閉 鎖 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 最 高 液 面 レ ベ ル ３ と 、 上 側 に 位 置 す る タ ン ク 壁 ２ の 内 側 ４ と の 間 に は 空 隙 ５ が 設 け ら れ
て い る 。 こ の 空 隙 ５ は 、 最 高 液 面 レ ベ ル ３ と タ ン ク 壁 ２ の 内 側 ４ と の 間 の 適 当 な 間 隔 ｈ に
よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 凍 結 し た 液 体 の 上 面 で 「 ブ ル ー ミ ン グ 」 が 行 わ れ た
場 合 に 、 こ の 体 積 増 大 に 対 応 す る 空 間 が 、 上 側 に 位 置 す る タ ン ク 壁 ２ に 面 し て 存 在 し て い
る と い う こ と が 可 能 で あ る 。 空 隙 ５ の 形 成 に よ り 、 全 て の タ ン ク 壁 ２ ， ６ ， ９ の 比 較 的 大
き な 変 形 及 び こ れ に 基 づ い て 起 こ り 得 る タ ン ク １ ５ の 破 壊 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 有 利 に は 、 底 壁 ９ の み が ヒ ー タ を 有 し て い る 。 し か し ま た 、 タ ン ク 側 壁 ６ に ヒ ー タ ７ を
組 み 込 む こ と も 可 能 で あ る 。 ヒ ー タ ７ は 、 内 燃 機 関 （ 図 示 せ ず ） の 冷 却 回 路 に 接 続 さ れ た
複 数 の 加 熱 管 か ら 成 っ て い て よ い 。 ヒ ー タ ７ は 、 電 気 的 な ヒ ー タ で あ っ て も よ い 。 有 利 に
は 、 内 燃 機 関 の 冷 却 回 路 に 接 続 さ れ た ヒ ー タ が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 タ ン ク 底 部 ９ に は 、 タ ン ク 内 室 か ら 液 体 を 排 出 す る た め の 排 出 装 置 ８ が 位 置 し て い る 。
こ の 排 出 装 置 ８ は 、 前 掲 の ヨ ー ロ ッ パ 特 許 第 ０ ５ ５ ５ ７ ４ ６ 号 明 細 書 に 基 づ い て 公 知 の よ
う な 、 加 水 分 解 触 媒 に 接 続 さ れ て い て よ い 。 既 に 述 べ た よ う に 、 排 出 装 置 は 、 タ ン ク 内 室
１ に 全 く 又 は 僅 か に し か 突 入 し な い よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 タ ン ク 底 部 ９ に は 更 に 、 充 填 レ ベ ル 測 定 装 置 １ ０ が 位 置 し て い る 。 こ の 充 填 レ ベ ル 測 定
装 置 １ ０ は 、 有 利 に は 超 音 波 測 定 装 置 と し て 形 成 さ れ て お り 、 こ の 超 音 波 測 定 装 置 の 超 音
波 送 信 面 と 、 反 射 音 波 受 信 面 と は 、 上 側 に 向 か っ て 液 面 レ ベ ル の 方 向 に 向 け ら れ て い る 。
充 填 レ ベ ル 測 定 装 置 １ ０ に よ り 、 タ ン ク 内 室 １ に お け る 充 填 レ ベ ル の 常 時 監 視 が 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 タ ン ク 内 容 物 が 凍 結 す る と 、 充 填 レ ベ ル 測 定 装 置 １ ０ が 一 種 の エ ラ ー 信 号 を 送 る 。 充 填
レ ベ ル 測 定 装 置 １ ０ に は 、 温 度 セ ン サ （ 図 示 せ ず ） が 組 み 込 ま れ て い て よ い 。 タ ン ク 温 度
又 は 外 部 温 度 に 基 づ い て 前 記 エ ラ ー 信 号 が 変 換 さ れ る の で 、 車 両 運 転 者 は 対 応 す る 判 り や
す い 信 号 を 、 パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ 若 し く は ダ ッ シ ュ ボ ー ド に 設 け ら れ た デ ィ ス プ レ イ を 介
し て 受 け 取 る 。 オ ン ボ ー ド コ ン ピ ュ ー タ も 外 部 温 度 を 検 出 す る 。 充 填 レ ベ ル 測 定 装 置 １ ０
の エ ラ ー 信 号 が 充 填 レ ベ ル 測 定 装 置 １ ０ 自 体 に よ っ て 変 換 さ れ な い 場 合 、 エ ラ ー 信 号 は オ
ン ボ ー ド コ ン ピ ュ ー タ に お い て 変 換 さ れ 得 る の で 、 こ の よ う な 場 合 も 車 両 運 転 者 は 判 り や
す い 信 号 を 受 け 取 る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 タ ン ク 内 室 １ を 充 填 す る た め に は 、 液 体 を 最 高 許 容 液 面 レ ベ ル ３ を 越 え て 充 填 す る 恐 れ
の な い 装 置 が 設 け ら れ て い る 。 こ の た め に は 、 例 え ば 自 己 遮 断 式 の 供 給 ノ ズ ル を 使 用 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 更 に 、 液 面 レ ベ ル ３ の 上 位 の 空 間 と 、 タ ン ク 底 部 ９ の 領 域 に 位 置 す る タ ン ク 内 室 １ と の
間 で 圧 力 補 償 す る 圧 力 補 償 装 置 １ １ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 圧 力 補 償 装 置 １ １ は 概 略 的 に 図 示 さ れ て お り 、 例 え ば ゴ ム 導 管 等 の 弾 性 的 な 導 管 と
、 そ れ ぞ れ タ ン ク 壁 ９ 及 び タ ン ク 壁 ２ 又 は タ ン ク 壁 ６ に 設 け ら れ た 接 続 管 片 と か ら 成 っ て
い て よ い 。 こ れ ら の 接 続 管 片 は 、 有 利 に は タ ン ク 内 室 １ に は 全 く 又 は 僅 か に し か 突 入 し て
い な い 。 弾 性 的 な 導 管 若 し く は ゴ ム 導 管 は 、 タ ン ク 内 室 １ に で は な く 、 タ ン ク 壁 ６ ， ９ 内
又 は 断 熱 材 １ ４ 内 又 は タ ン ク １ ５ の 外 部 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 タ ン ク 内 容 物 が 部 分 的 に
又 は 完 全 に 凍 結 し 、 外 部 か ら の 熱 の 影 響 に よ り 、 凍 結 し た タ ン ク 内 容 物 の 溶 解 が 始 ま る と
、 前 記 圧 力 補 償 装 置 １ １ が 作 用 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 前 記 溶 解 過 程 は 、 タ ン ク １ ５ が ヒ ー タ ７ を 有 し て い な い 場 合 は 、 例 え ば 比 較 的 高 い 外 部
温 度 に 基 づ い て 行 わ れ て よ い 。 タ ン ク が ヒ ー タ ７ を 有 し て い る 場 合 は 、 前 記 溶 解 過 程 は 例
え ば 内 燃 機 関 が 始 動 し た と き の タ ン ク の 加 熱 に よ っ て 始 ま る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 前 記 の ２ つ の 場 合 で は 、 凍 結 し た タ ン ク 内 容 物 は 、 ま ず 最 初 に タ ン ク 底 部 付 近 が 溶 解 す
る 。 こ の 場 合 、 排 出 装 置 ８ は 既 に 、 こ こ で 説 明 し た 用 途 で は 尿 素 液 を 加 水 分 解 ユ ニ ッ ト に
供 与 す る こ と が で き る 。 底 部 付 近 の 領 域 に 、 尿 素 液 の 排 出 に 基 づ い て 、 や は り タ ン ク を 破
壊 す る 恐 れ の あ る 負 圧 が 発 生 し な い よ う に す る た め に は 、 前 記 圧 力 補 償 装 置 １ １ が 設 け ら
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 更 に 、 こ の 圧 力 補 償 装 置 １ １ に よ っ て 、 凍 結 物 の 大 部 分 が 溶 解 す る 前 に 尿 素 調 量 部 が 機
能 す る と い う こ と が 比 較 的 迅 速 に 保 証 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 例 え ば 自 動 車 又 は 定 置 の 装 置 の 支 持 フ レ ー ム に お け る タ ン ク の 固 定 は 、 タ ン ク の 上 部 域
、 特 に 空 隙 ５ の 領 域 内 に 設 け ら れ た 保 持 部 １ ２ を 介 し て 行 わ れ る 。 即 ち 、 こ れ ら の タ ン ク
保 持 部 １ ２ は 、 液 体 凍 結 時 の タ ン ク 変 形 の 危 険 が 少 な い 領 域 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 タ ン ク は 、 外 側 に 位 置 す る 断 熱 材 １ ４ に よ り 、 図 示 の よ う に 完 全 に 、 又 は 部 分 的 に 包 囲
さ れ て い て よ い 。 こ の 断 熱 材 １ ４ は 、 タ ン ク に 被 せ ら れ た カ バ ー と 、 タ ン ク 底 部 の 断 熱 材
と か ら 形 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 し か し ま た 、 タ ン ク 底 部 ９ 用 の １ 断 熱 材 １ ４ と １ ヒ ー タ ７ だ け を 設 け る こ と も 考 え ら れ
る 。 更 に 、 １ 断 熱 材 １ ４ と １ ヒ ー タ ７ と を 、 タ ン ク 底 部 ９ か ら 最 高 液 面 レ ベ ル ３ の 高 さ ま
で 案 内 す る こ と が 可 能 で あ る 。 １ ヒ ー タ ７ と １ 断 熱 材 １ ４ と が 設 け ら れ て い る 前 記 の 場 合
で は 、 ヒ ー タ は 断 熱 材 に 組 み 込 ま れ て よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 前 記 手 段 に よ っ て 、 起 こ り 得 る 凍 結 周 期 が 短 縮 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 更 に 、 上 側 に 位 置 す る タ ン ク 壁 ２ は 、 や は り 尿 素 を ガ イ ド す る 取 付 け 部 材 用 の 組 込 み プ
ラ ッ ト フ ォ ー ム と し て 形 成 さ れ て い て よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 液 体 タ ン ク の 実 施 例 の 概 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 １ 　 タ ン ク 内 室 、 　 ２ 　 上 側 に 位 置 す る タ ン ク 壁 、 　 ３ 　 最 高 液 面 レ ベ ル 、 　 ４ 　 上 側
に 位 置 す る タ ン ク 壁 の 内 側 、 　 ５ 　 空 隙 、 　 ６ 　 タ ン ク 側 壁 、 　 ７ 　 ヒ ー タ 、 　 ８ 　 排 出
装 置 、 　 ９ 　 タ ン ク 底 部 、 　 １ ０ 　 充 填 レ ベ ル 測 定 装 置 、 　 １ １ 　 圧 力 補 償 装 置 、 　 １ ２
　 タ ン ク 保 持 部 、 　 １ ３ 　 充 填 装 置 、 　 １ ４ 　 タ ン ク 断 熱 材
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【 図 １ 】
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